
十
三
年
を
超
え
十
四
年
以
下

年
九
厘
五
毛

十
四
年
を
超
え
十
六
年
以
下

年
一
分
五
毛

十
六
年
を
超
え
十
七
年
以
下

年
一
分
一
厘
五
毛

十
七
年
を
超
え
三
十
五
年
以
下
年
一
分
二
厘

附

則

こ
の
告
示
の
施
行
前
に
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫

が
締
結
し
た
貸
付
契
約
に
係
る
貸
付
金
に
つ
い
て
の
貸
付

け
の
利
率
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

平成™œ年Ÿ月˜ 日 月曜日 第�˜˜™号官 報

第
４
事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

申
請
に
係
る
事
業
は
、
以
下
の
と
お
り
、
法
第
2
0

条
各
号
の
要
件
を
す
べ
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る

た
め
、
事
業
の
認
定
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

１
法
第
2
0条
第
１
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

申
請
に
係
る
事
業
は
、
岩
手
県
`
石
市
片
岸
町
第

８
地
割
地
内
か
ら
同
市
鵜
住
居
町
第
1
8地
割
地
内
ま

で
の
延
長

1¶
1
5
0
N
の
区
間
（
以
下
「
本
件
区
間
」

と
い
う
。）に
お
け
る
「
鵜
住
居
地
区
海
岸
片
岸
地
先

海
岸
改
修
工
事
並
び
に
二
級
河
川
鵜
住
居
川
水
系
鵜

住
居
川
改
修
工
事
（
鵜
住
居
川
水
門
）
及
び
こ
れ
に

伴
う
市
道
付
替
工
事
」（
以
下「
本
件
事
業
」と
い
う
。）

で
あ
る
。

本
件
事
業
の
う
ち
、「
鵜
住
居
地
区
海
岸
片
岸
地
先

海
岸
改
修
工
事
」（
以
下「
本
件
海
岸
事
業
」と
い
う
。）

は
、
海
岸
法
（
昭
和

3
1年
法
律
第

1
0
1号
）
第
２
条

第
１
項
に
規
定
す
る
海
岸
保
全
区
域
内
に
あ
る
海
岸

保
全
施
設
に
関
す
る
事
業
で
あ
り
、
法
第
３
条
第
1
0

の
２
号
に
掲
げ
る
海
岸
法
に
よ
る
海
岸
保
全
施
設
に

関
す
る
事
業
に
該
当
し
、「
二
級
河
川
鵜
住
居
川
水
系

鵜
住
居
川
改
修
工
事
（
鵜
住
居
川
水
門
）」（
以
下「
本

件
河
川
事
業
」
と
い
う
。）は
、
河
川
法
（
昭
和
3
9年

法
律
第

1
6
7号
）
第
３
条
第
１
項
に
規
定
す
る
河
川

の
う
ち
、
二
級
河
川
に
関
す
る
事
業
で
あ
り
、
法
第

３
条
第
２
号
に
掲
げ
る
河
川
法
が
適
用
さ
れ
る
河
川

に
関
す
る
事
業
に
該
当
す
る
。
ま
た
、
本
件
河
川
事

業
の
施
行
に
よ
り
遮
断
さ
れ
る
市
道
の
従
来
の
機
能

を
維
持
す
る
た
め
の
付
替
工
事
は
、
道
路
法
（
昭
和

2
7年
法
律
第

1
8
0号
）
第
３
条
第
４
号
に
掲
げ
る
市

町
村
道
に
関
す
る
事
業
で
あ
り
、
法
第
３
条
第
１
号

に
掲
げ
る
道
路
法
に
よ
る
道
路
に
関
す
る
事
業
に
該

当
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
2
0条
第
１
号

の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

〇
財

務

省

農
林
水
産
省
告
示
第
二
十
五
号

農
業
信
用
保
証
保
険
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百

四
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
六

年
六
月
二
十
九
日
大

蔵

省

農
林
水
産
省
告
示
第
十
七
号
（
農
業
信

用
保
証
保
険
法
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

同
項
の
主
務
大
臣
の
定
め
る
利
息
を
定
め
る
件
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
八
月
十
九
日財

務
大
臣

麻
生

太
郎

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

「
年
二
・
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
年
二
・
四
五
パ
ー

セ
ン
ト
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
の
施
行
前
に
成
立
し
て
い
る
農
業
信
用
保
証

保
険
法
第
三
章
第
一
節
の
規
定
に
よ
る
保
険
関
係
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
財

務

省

農
林
水
産
省
告
示
第
二
十
六
号

中
小
漁
業
融
資
保
証
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
三
百

四
十
六
号
）
第
六
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平

成
七
年
三
月
三
十
一
日
大

蔵

省

農
林
水
産
省
告
示
第
七
号
（
中
小

漁
業
融
資
保
証
法
第
六
十
九
条
第
一
項
の
主
務
大
臣
が
定

め
る
利
息
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。平

成
二
十
五
年
八
月
十
九
日財

務
大
臣

麻
生

太
郎

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

「
年
二
・
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
年
二
・
四
五
パ
ー

セ
ン
ト
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
の
施
行
前
に
成
立
し
て
い
る
中
小
漁
業
融
資

保
証
法
第
三
章
第
一
節
の
規
定
に
よ
る
保
険
関
係
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
三
百
七
十
四
号

農
業
近
代
化
資
金
融
通
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二

百
二
号
）
第
二
条
第
三
項
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
平

成
十
四
年
六
月
二
十
一
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
八
十

二
号
（
農
業
近
代
化
資
金
融
通
法
第
二
条
第
三
項
第
四
号

の
規
定
に
基
づ
き
、
同
号
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
利

率
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
八
月
十
九
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

「
年
一
分
三
厘
」
を
「
年
一
分
二
厘
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
の
施
行
前
に
貸
し
付
け
ら
れ
た
農
業
近
代
化

資
金
に
つ
い
て
の
農
業
近
代
化
資
金
融
通
法
第
二
条
第
三

項
第
四
号
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
利
率
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
三
百
七
十
五
号

農
業
近
代
化
資
金
融
通
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二

百
二
号
）
第
三
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
四

年
六
月
二
十
一
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
八
十
三
号

（
農
業
近
代
化
資
金
融
通
法
第
三
条
第
四
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
同
項
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
利
率
を
定
め
る

件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
八
月
十
九
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

「
年
五
毛
」
を
「
年
一
厘
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
の
施
行
前
に
貸
し
付
け
ら
れ
た
農
業
近
代
化

資
金
に
つ
い
て
の
農
業
近
代
化
資
金
融
通
法
第
三
条
第
四

項
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
利
率
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
三
百
七
十
六
号

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第

六
十
五
号
）
附
則
第
十
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二

十
二
年
四
月
二
十
三
日
農
林
水
産
省
告
示
第
六
百
六
十
九

号
（
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
附
則
第
十
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
利
率
を
定
め
る
件
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
八
月
十
九
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

「
年
一
分
三
厘
」
を
「
年
一
分
二
厘
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
の
施
行
前
に
貸
し
付
け
ら
れ
た
資
金
に
つ
い

て
の
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
附
則
第
十
一
項
の
農
林

水
産
大
臣
が
定
め
る
利
率
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

〇
東
北
地
方
整
備
局
告
示
第
百
七
十
五
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
事
業

の
認
定
を
し
た
の
で
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

な
お
、
起
業
地
の
一
部
に
つ
い
て
収
用
の
手
続
が
保
留

さ
れ
て
い
る
の
で
、
法
第
三
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
あ

わ
せ
て
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
八
月
十
九
日

東
北
地
方
整
備
局
長

小
池

剛

第
１
起
業
者
の
名
称
岩
手
県

第
２
事
業
の
種
類
鵜
住
居
地
区
海
岸
片
岸
地
先
海
岸

改
修
工
事
並
び
に
二
級
河
川
鵜
住
居
川
水
系
鵜
住
居

川
改
修
工
事
（
鵜
住
居
川
水
門
）（
岩
手
県
`
石
市
片

岸
町
第
８
地
割
地
内
か
ら
同
市
鵜
住
居
町
第
1
8地
割

地
内
ま
で
）
及
び
こ
れ
に
伴
う
市
道
付
替
工
事

第
３
起
業
地

１
収
用
の
部
分
岩
手
県
`
石
市
片
岸
町
第
６
地

割
、
片
岸
町
第
７
地
割
、
片
岸
町
第
８
地
割
、
鵜
住

居
町
第
1
8地
割
及
び
鵜
住
居
町
第
2
0地
割
地
内

２
使
用
の
部
分
な
し

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
三
百
七
十
七
号

農
業
機
械
化
促
進
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
五
十
二
号
）
第
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
独
立
行

政
法
人
農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
か
ら
平
成
二
十
五
年
度
に
お
い
て
実
施
し
た
型
式
検
査
に
合
格
し
た
農

機
具
の
型
式
等
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
報
告
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
八
月
十
九
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

１
農
機
具
の
種
類
、
型
式
名
、
合
格
番
号
及
び
依
頼
者
の
名
称

農
機
具
の
種
類

農
機
具
の
型
式
名

合
格
番
号

依
頼
者
の
名
称

農
用
ト
ラ
ク
タ
ー
(乗
用
型
)

用
安
全
キ
ャ
ブ
及
び
安
全
フ

レ
ー
ム

Ａ
Ｇ
Ｃ
Ｏ
Ａ
2
.
2

2
1
3
0
0
8

A
G
C
O

L
im

ite
d

〃
Ｃ
Ｃ
Ｈ
Ｐ
Ｓ
`
Ｃ
Ａ
Ｂ
`
Ｓ

2
1
3
0
0
9

イ
ン
タ
ー
ト
ラ
ク
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

株
式
会
社

〃
ジ
ョ
ン
デ
ィ
ア
Ｃ
Ｇ
6
0
2

2
1
3
0
1
0

ヤ
ン
マ
ー
株
式
会
社

〃
ジ
ョ
ン
デ
ィ
ア
Ｃ
Ｇ
0
6
7

2
1
3
0
1
1

〃
〃

ジ
ョ
ン
デ
ィ
ア
Ｃ
Ｇ
0
6
8

2
1
3
0
1
2

〃
２
検
査
成
績
の
概
要

検
査
成
績
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
省
生
産
局
農
産
部
技
術
普
及
課
、
地
方
農
政
局
、
内
閣
府
沖
縄
総
合

事
務
局
及
び
独
立
行
政
法
人
農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
に
お
い
て
閲
覧
に
供
す
る
と
と
も
に
、
農
林
水

産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
:
h
ttp

://w
w
w
.m

a
ff.g

o
.jp）

に
掲
載
す
る
。
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